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警告！
火傷、火災、感電およびケガの原因になります。次の
注意事項をお守り下さい。
1.	 この説明書に従ってご使用下さい。また、ベルニ
ナ社がお薦めする純正の付属品・別売りアクセ
サリーのみをご使用下さい。

2.	 おもちゃとして絶対に使わないで下さい。また、小
さなお子様や障害のある方の近くでのご使用時
は、特別の注意を払って下さい。視覚障害、知覚
障害、又は精神障害のある方、経験や知識のな
い方は安全にご使用いただくための責任を持て
る方のご指導又は監督の無い限りはこのミシン
をお使い戴けません。お子様がミシンで遊ばな
いように十分監督して下さい。

3.	 次のような場合には、絶対に当製品を使わない
で下さい。

	 	 -	電源コードやプラグに損傷のある場合。
			 -	ミシンが正常に作動しないとき。
	 	 -	落としたり、損傷したとき。
	 	 -	水の中に落としたとき。
	 	 このような場合には、お近くのベルニナ正規販売
代理店に、ミシンの点検、修理、調整をご依頼下さ
い。

4.	 ミシンの通気孔をふさがないで下さい。また、ミシ

当製品のご使用にあたっては、電化製品を使用する
際の一般的な順守事項に加えて、以下の注意事項
を必ずお守り下さい。

ご使用の前には必ず説明書をご一読の上、操作方
法を十分理解してからご使用下さい。

当製品をお使いにならない時は、電源プラグをコンセン
トから外しておいて下さい。

危険！
感電の恐れがあります。
次の注意事項をお守り下さい。
1.	 プラグをコンセントにつないだままで、ミシンから
離れないで下さい。

2.	 ご使用後、またはミシンの掃除をする際には、必
ずプラグをコンセントから抜いて下さい。

3.	 LEDからの放射線：LED光がレンズなどを通し
て直接目に入らないようにご注意ください。LED	
クラス1M。

安全にご使用いただくために
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には純正品をお使い下さい。二重絶縁構造の家
電製品のサービスに関する情報をご参照下さ
い。

二重絶縁について
二重絶縁構造の家電製品では、アースの代りに二重
の絶縁構造が採用されています。二重絶縁構造の
家電製品のサービスは特別の注意を要し、知識のあ
るサービス担当者のみ扱うことが出来ます。交換部
品は必ずオリジナル部品と同じものが使われなけれ
ばなりません。
二重絶縁構造の家電製品は≪二重絶縁≫又は≪二
重絶縁構造≫と表示されています。
このマーク	 	が製品に表示されている場合もあります。

ご注意！
誤った使い方の結果発生した製品不良に関しては保
証の対象とはなりません。
このミシンは家庭でのご使用向けに作られています。
このミシンは電磁波適合法令（EMC）に関するEU法
令指示2004/108/ECに準じる製品である。

ンの通気孔に糸くずやほこり、布きれが詰まった
状態で使わないで下さい。

5.	 操作中は、動く部品に指を近づけないで下さい。
特に針の回りでは、細心の注意を払って下さい。

6.	 ミシンやフットコントローラーの隙間からものを入
れたり、差し込んだりしないで下さい。

7.	 戸外で使わないで下さい。
8.	 酸素ガス等の引火性のあるスプレーを使用して
いる場所では使わないで下さい。

9.	 裁縫中に布を引っ張ったり、押し込んだりすると、
針をいため、針折れの原因となります。

10.	曲がった針は使わないで下さい。
11.	常にベルニナ純正の正しい針板をお使い下さ
い。	不適切な針板を使うと針折れを起こすこと
になります。

12.	電源プラグをコンセントから抜く場合には、必ず
まず電源スイッチでオフ«0»	(off)にして下さい。
コードを引っ張らずに、プラグを持って抜いて下さ
い。	

13.	糸、針、ボビン、押え金等を交換する際には、ミシ
ンの電源スイッチを切って下さい。

14.	ミシンカバーを外したり、注油、又は説明書に従
って調整する場合には、必ず電源プラグをコン
セントから抜いて下さい。

15.	このミシンには二重絶縁構造が採用されていま
す（アメリカ合衆国とカナダを除く)。交換する時
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環境保護について
ベルニナ社は環境保護を遵守します。私た
ちは環境汚染を最小限にくい止めるために
デザインや製造方法などの改善に努めてい
ます。

製品の寿命に到達した時にはその国の環
境保護法に則って処分されるようにお願い
いたします。家庭ごみと共に処分することは
止めて下さい。判らない時はお買い求めのベ
ルニナ正規販売代理店にお問い合わせ下
さい。

説明書は大切に保管して下さい

最新の説明書は	www.bernina.com	
で入手できます。
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• 布カバー
• アクセサリーバッグ
• ボビン2個（１個はミシンに装着）
• 押えシャンク、押え底5個
• 針アソートメント
• シームリッパー
• ブラシ
• 糸駒カバー3種類
• 糸駒クッション
• オイル
• フットコントローラー
• 電源コード
• L型トルクスレンチ
• 製品保証書

AC B

D
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全ての押え金はベルニナ式の押え金でも準備されています。



       10       10

ソーイングスピード 
•	フットコントローラーの踏み込み
加減によってコントロールできま
す

•	その状態で、かかとを軽く1回踏
み込むと、針を今ある位置とは反
対の、上または下に動かすことが
できます

フットコントローラー

• ソーイングテーブル用の布ガイド
の取り付け、又は取り外し時に
は、必要ならば押えシャンクを取
り外します。
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糸をばねの下を通して、時計と
反対方向に引っ張ります。
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針板のシームガイドライン
• 針板の表面にはミリ（ｍｍ）とインチ表示で布ガイド用の線が水平、垂直、斜めに刻印されています。
• 刻印されたラインは布地を置く位置の目安として、またトップステッチに便利です。
• 水平の目盛り線はコーナーの仕上げやボタンホールに便利です。
• 斜線はキルティングに便利です。
• 垂直の目盛り線は針位置がセンターにある場合の針からの距離です。
• 針基線が中央の場合、針の位置がセンターです。
• 目盛りは針の中央から左右対称に刻印されています。

送り歯と布送り
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ステッチメモリー機能
• ステッチの送り、振り幅、針基線を変えるとその
情報を自動的に記憶するメモリーが全てのス
テッチに付いています。

• 例えば、ジグザグステッチで送りや振り幅を変
えて縫います。

• 次に直線縫いを選んで縫います。
• 次に、先のジグザグ縫いを選ぶと送りと振り幅
は変更したままになっています。クリヤーボタン
でクリヤーするか、電源を切ると標準に戻りま
す。
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押え金は標準ジグザグ押え＃１、又はまつり縫い押え＃５を使います。 

端縫い
• ＃１の押えでは布端に押えの端を揃えて置き、針基線を適当に移動して
直線で縫います。

• ＃５の押えでは布端を押えのガイド板の左側に揃えて置きます。
• 針基線を適当に移動して直線で縫います。	

へり縫い(インナーエッジ)
• 	針基線を右端に移動します。
• 	エッジの折り返しを押え＃５のガイド板の右側に沿わせます。
• 	エッジに沿って適当な針基線を選んで直線で縫います。
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布表

布裏

布裏
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針のサイズ
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針のサイズ
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• 針は、針と糸の一覧表を参照して正しいものをご使用ください。31ページ
参照。
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